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Abstract
14C　Datings　on　the　Late　Pleistocene　and　Holocene　in　the　Eastern
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japan　and　their　Significance（1）
Shigeo　SUGIHARA
　　　The　radiocarboll　dating（14C　dating）reported　here　covers　data　dated　since　1990　by　Professor
Emeritus　Kunihiko　KIGOSHI　of　Radiocarbon　Laboratory，　Gakusyuin　Unlversity．
　　　The　data　dated　unti11　then　reported　on‘‘A　Study　of　the　Paleo　Environment　and　Holocene　in　the
Northeast　Japan－14C　Datings　on　the　Late　Quaternary　Geological　and　Archaeological　Sites　Studied　by
Meiji　University－and“A　Study　of　the　Environment　Change　from　Moor　Deposits　during　the　Late
Plastocene　and　Holocene　in　Eastern　Japan　－Records　of　Selective　Radio　Carbon　Datings　on　the　Moor
Deposits－”．　These　results　of　14C　dating　are　believed　to　provide　valuable　samples　for　the　study　of　the
paleo　environment　and　landform　evolution　after　the　Late　Pleistcene　in　the　northeast　Japan．　The　malor
dating　results　reported　here　are　as　follows
　　1）　The　outcrops　of　a　fault　found　between　Anden　to　Hamamaguti　in　Oga　city，　Akita　prefectur．
　　2）　The　lake　deposits　underlaying　the　Kanpu－san　lava　in　Oga　city，　Akita　prefectur．
　　3）　The　ejector　of　Ichinome－kata　Volcano　Oga　city，　Akita　prefectur．
　　4）　The　valley　bottom　deposits　at　Noda　city　Public　gQlf　course，　in　Kinosaki，　Noda　city，　Chiba
　　　prefectur．
　　5）　The　alluvial　deposits　at　Zao－numa（swamp）in　Noda　city，　Chiba　prefectur．
　　6）　The　alluvial　deposits　at　Osuga－gawa　low　land　in　Taiei　town，　Chiba　prefectur．
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《重点個人研究》
東日本における後期更新世・完新世の14C年代
　　　　　　測定データとその意義（1）
杉　原　重　夫
1．はじめに
　本大学関係者が，遺跡の発掘調査や地形・地質調査の際に採取した試料の放射性炭素による年代測
定（14C年代測定）結果については，論文や口頭発表等で随時公表されてきた。これら約30年間のデ
ータは，1993年に小疇　尚・杉原重夫・叶内敦子の共筆による「東北日本における後期更新世以降
の古環境と地形発達史の研究一14C年代測定データとその意義一」に収録された。その後の調査にお
いても堆積物の年代を層位的に明らかにする必要性から，多くの地点で年代測定が行われた。このう
ち山岳地域における高層湿原については，1996年に文部省科学研究費補助金一般研究（B）「東日本
の湿原堆積物から見た後期更新世・完新世の環境変化に関する研究」の報告書に掲載することができ
た。これら湿原堆積物の14C年代測定値は，示標テフラの示す年代値とともに湿原の形成過程を明ら
かにし，花粉分析による植生復元について編年学的な検討を行う上で貴重な資料となる。この報告書
に掲載した14C年代測定の試料のなかには，遺跡周辺の沖積低地で採取されたものが多く含まれてい
る。これらの14C年代測定結果は後期更新世から完新世にかけての地形変化や古環境を検討する上
で，いずれも貴重なものである。これらのデータは二度とサンプルを得られない貴重なものであり，
後の研究のためにも一括して記録に残しておく価値があると考え，現時点での解釈を付して収録する
こととした。
　このデータブックを作成するにあたり，学習院大学理学部年代測定室の木越邦彦名誉教授の指導を
受けた。群馬大学名誉教授の新井房夫氏にはテフラ同定のため鉱物の屈折率を測定していただいた。
中部測地研究所の藤森徳雄氏には，機械ボーリングについて技術的な協力をいただいた。明治大学大
学院博士後期課程の嶋田　繁氏と文学部地理学専攻生の大澤利光氏には図版等の資料を整理していた
だいた。ここに掲載した14C年代測定結果のうち，4，5は野田市史編纂事業，6は大栄町史編纂事業
に伴う調査によるものである。調査に際しては，次の関係機関・諸氏が参加した。ご協力いただいた
方々に厚くお礼を申し上げたい（杉原以外は五十音順・敬称略）。
＜調査関係機関＞
1・2・3：男鹿市役所
4・5：野田市史編纂室，野田市教育委員会
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6：大栄町史編纂室
〈調査参加者＞
1・2・3：杉原重夫，叶内敦子，嶋田　繁，持丸佳美，山崎　伸，92年杉原ゼミ
4・5：杉原重夫，青山雅史，飯塚博和，大澤利光，金　幸隆，嶋田　繁，
　　　鈴木佐智子，増渕和夫，三木徹心，宮崎　等
6：杉原重夫，青山雅史，叶内敦子，金　幸隆，嶋田　繁，波田野寛之，増渕和夫，山崎　伸，渡部
　陽二，92年杉原ゼミ，93年杉原ゼミ
皿．14C年代測定データについて
　ここに掲載した放射性炭素による年代測定（14C年代測定）値は，明治大学地理学研究室が1990年
から1996年にかけて，学習院大学理学部年代測定室の木越邦彦名誉教授に依頼したものである。こ
のデータブックには6項目，75試料を掲載してある。
　学習院大学年代測定室による14C年代測定値の算出には，14Cの半減期としてLIBBYの半減期
5，570年を使用している。また付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数
で，標準偏差（ONE　SIGMA）に相当する年代である。また，試料のβ線計数率と自然計数率の差
が2σ以下のときは3σに相当する年代を下限の年代値（B．P．）として表示してある。また，試料の
β線計数率と現在の標準炭素（MODERN　STANDARD　CARBON）についての計数率との差が2σ
以下のときは，Modernと表示しδ14C％を付記してある。なお，カッコ内は西暦年数になおした測定
値である。
　なお，ここに掲載した14C年代測定データについては，年輪年代等による暦年補正を行っていな
い。将来的には，14C年代値については年代補正を検討する必要がある。各項目の説明は杉原重夫が
整理・収録したが，分担執筆者については各項目の最後のカッコ内に記載してある。
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皿．14C年代測定結果
1．秋田県男鹿市，安田～浜間ロ間で発見された断層路頭
D　測定試料
　①試料採取日：1992年9月20日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：秋田県男鹿市，安田～浜間口の道路切割り
　　　　　　　　　北緯：39°5743”，東経：139°50’56”
　④a。試料番号：OGA－1
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－16661
　　　　測定年代：20，080±370（18，130B．C．）
　　b．試料番号：OGA－2
　　　　試料の種類：木片
　　　　測定番号：GaK－16662
　　　　測定年代：20，110±450（18，160B．C．）
　　c．試料番号：OGA－3
　　　　試料の種類：泥炭
　　　　測定番号：GaK－16663
　　　　測定年代：21，600±460（19，650B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　男鹿市間口浜の主要地方道琴丘・男鹿公園線の拡張工事の際，海岸段丘を切る断層露頭（距離：約
300m）が出現した。この露頭が認められた海岸段丘は，男鹿半島の海岸段丘区分については，太田
・他（1968）のM1，潟西層団体研究グループ（1983）の潟西段丘，今泉（1977）・宮内（1988）の
T皿面にあたる。この海岸段丘面の標高は約57　m，段丘面が深く浸食され，さらに耕作や溜め池造成
のため人為的に改変されていることから，地形的には断層の存在を確認することはできない。この段
丘面を構成する堆積物（断層の影響を受けていないところ）は上位から，黒ボク土（層厚：60cm），
黒褐色粘土（6cm），灰白色火山灰質粘土（15　cm），褐色スコリアと灰色スコリアの互層（三ノ目潟
スコリア）（20cm），姶良Tn火山灰（1　cm以下），灰白色火山灰質粘土（15　cm），暗灰色泥炭質粘
土（15cm），角礫混じり砂礫層・マトリックスが泥炭質粘土（25　cm），高師小僧の入った砂（30～
70cm），砂礫層・直径3～5　cmの円礫からなり，最大粒径100　cm（20～40　cm），青灰色泥岩
（400～500cm）である。最下位の青灰色泥岩は基盤の脇本層（Matoba　et　a1，1990）である。断層
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　　　　東日本における後期更新世　完新世の14C年代測定データとその意義（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　難
　　　　　涌譲鑓蕪騨鎖竺蜜
　　　　　　　　　　　　図H．　1　25，000北浦．
写真1－1　断層露頭
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の走向はN55°W，傾斜は70°Sの逆断層で，断層の西側が東側に乗り上げているのが観察できる（露
頭に向かって左側が相対的に低下している）。このため，断層の上盤側より下盤側の段丘堆積物の基
底が約280cm低い。この断層によってできた凹地内には厚さ約120　cmの泥炭層が堆積していて，こ
の中に多数の木材化石が発見された。この木材化石の樹種同定を森林総合研究所木材利用部の能城修
一氏に依頼したところ，同定依頼をした9試料（93081H一⑤～①）のうち8試料がモミ属，1試料
がトウヒ属であった。14C年代測定の試料は，　OGA－1は三ノ目潟スコリア層直上の木片入り粘土（層
厚：15　cm），OGA－2は三ノ目潟スコリア層（同：52　cm）中の木片，　OGA－3は三ノ目潟スコリア層
直下の泥炭層（同：13～80cm）から採取した。この泥炭層中には，　OGA－3の約14　cm下位のとこ
ろに厚さ0，5cmの白色のガラス質火山灰が認められ，火山ガラスの形態（バブルウオール型）や火
山ガラスの屈折率測定から，姶良Tn火山灰（AT）と同定された。
3）参考文献
今泉俊文（1977）：男鹿半島の地殻変動と地震．東北地理，29，35－44．
太田　陽子・貝塚爽平・菊地隆雄・内藤博夫（1968）：時代を異にする汀線高度の比較による地殻変
　動の考察．第四紀研究，7，171－181．
潟西層団体研究グループ（1983）：男鹿半島北東部潟西地域における潟西層．地球科学，37，9－20，
北村　繁（1990）：男鹿半島目潟の形成年代．東北地理，24，161－167．
白石健雄・竹内貞子・林信太郎・林　聖子（1988）：秋田県男鹿半島で発見された姶良Tn火山灰．
　第四紀研究，27，187－190．
白石健雄・林信太郎（1995）：男鹿半島のテフロクロノロジー案内書．第4回，日本第四紀学会テフ
　ラ研究委員会野外集会，37　P．
林　宏（1955）：秋田県男鹿半島一の目潟周辺の火山噴出物について．地質学雑誌，61，240－347．
Hasenaka，　T．・Ui，　T．・Nakamura，　Y．・Hayashi，　S．（1992）：Traverse　of　Quaternary　Volcanoes　in
　Northeast　Japan．　Guidbook　for　29th　IGC丘eld　trip．　AO6，29－74．
堀江正治（1964）：湖沼発達史研究上の年代資料．科学，34，98．
宮内崇裕（1988）：東北日本北部における後期更新世海成面の対比と編年．地理学評論，61，404－
　422．
（杉原重夫）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
2．秋田県男鹿市，寒風火山溶岩流下位の湖沼堆積物
D　測定試料
①試料採取日：1995年5月31日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：秋田県男鹿市富永
　　　　　　　　北緯：39°55’11”，東経：139°53’42”
④試料番号：
　　試料の種類：木片
　　測定番号：GaK－18914
　　測定年代：29，050±960（27，100B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　寒風火山は男鹿半島の安山岩溶岩を主体とする小規模な火山である。白石・林（1995）によれば，
寒風山は，ステージ1：陸上での玄武岩質安山岩溶岩の活動が始まる。ステージ皿：火山西方から北
方にかけて存在した浅い湖（この湖に堆積したシルト・砂からなる堆積物が箱井層）に厚い玄武岩質
溶岩流の流れ込んだ。ステージ皿：陸上における厚い安山岩溶岩の活動期で火山帯の主体部がこの時
期にできた。末期には軽石噴火が起き，引き続き火砕流が生じた。山体の中心部で地滑りが起き，山
体が二分された。ステージ］V：火山中央部から玄武岩溶岩，最後に「鬼の隠れ里溶岩」が噴出した。
このうち箱井層中からは，姶良Tn火山灰が発見され，ステージ皿の火砕流中の木片の14C年代は，
約2，700年B．P．であった（白石ほか，1988）。今回はステージ皿の時期の湖に堆積した箱井層中の木
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材化石について14C年代測定を行った。試料を採取した露頭では，最上位のステージ皿の溶岩流の下
位に厚さ約11mの青灰色～黄褐色粘土・シルト層が認められる。この粘土・シルト層の上限から約
5mのところに横倒しになった木材が多量に混在し，この部分が腐植質粘土となっていた。この木材
が認められる粘土層の直下には火山砂（層厚：30～40cm）が認められ，さらに，これより3．7　m下
位には白色のガラス質火山灰（層厚：1～2cm）が挟まれていた。年代測定は，このテフラの約2m
上位の腐植質粘土層中の木材について行った。
3）参考文献
白石健雄・竹内貞子・林信太郎・林　聖子（1988）：秋田県男鹿半島で発見された姶良Tn火山灰．
　第四紀研究，27，187－190．
白石健雄・林信太郎（1995）：男鹿半島のテフロクロノロジー案内書．第4回，日本第四紀学会テフ
　ラ研究委員会野外集会，37P．
Hasenaka，　T．・Ui，　T．・Nakamura，　Y．・Hayashi，　S．（1992）：Traverse　of　Quaternary　Volcanoes　in
　Northeast　Japan．　Guidbook　for　29th　IGC　field　trip，　AO6，29－74．
（杉原重夫）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
3．秋田県男鹿市，一ノ目潟火山の噴出物
D　測定試料
①試料採取日：1992年9月19日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：秋田県男鹿市一ノ目潟東岸，給水塔の北側約100m
　　　　　　　　北緯：39°5710”，東経：139°44’46”
④試料番号：OGA－4
　　試料の種類：木片（樹種不明）＋泥炭
　　測定番号：GaK－16664
　　測定年代：32，210±1，150（30，260B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　男鹿半島の北西部では，一ノ目潟，ニノ目潟，三ノ目潟と呼ばれるマグマ水蒸気爆発で生じた火口
（マール）の周囲に火山噴出物が認められる。このうち，一ノ目潟湖畔の噴出物中には，樹幹や木片
が一ノ目潟の爆発によって破砕された角礫や砂に押しつぶされた形で埋没している。ここでは一ノ目
潟の噴火年代を明らかにする目的で，給水塔の北側約100mの湖畔に露出していた木材を採取して
14C年代測定を行った。ここでの地質層序は，基盤岩（泥層）の上位に灰白色火山灰質粘土（層厚：
2～3cm），木片を多量に含む泥炭（3　cm），角礫を含む粘土質火山砂（20　cm）の順に重なる。一ノ
目潟の火砕流は，この上位にくるものと考えられる。14C年代測定の試料は，このうちの泥炭層中か
ら採取した。測定の結果は，予想外に古い年代値であったが，一ノ目潟噴出物の模式露頭（一ノ目潟
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の東方約0。5km）で一ノ目潟の噴出物の最上部（一ノ目潟の再堆積物または風化土壌），すなわち三
ノ目潟の噴出物の下位から姶良Tn火山灰が発見されていることから，層位的にはこの測定値に矛盾
はない。一ノ目潟の噴出物については，湖岸の埋もれ木の14C年代から約9，000年前（堀江，1964）
の年代が得られている。また，北村（1990）は一ノ目潟の湖岸段丘堆積物の最下部から採取した木
片について19，700±乙88年B．P．（TH－1319）の年代を明らかにした。今回の測定結果は，以上の測定値
よりも古いが，試料の採取層位はほぼ同一である可能性が高い。
3）参考文献
北村　繁（1990）：男鹿半島目潟の形成年代．東北地理，24，161－167．
白石健雄・竹内貞子・林信太郎・林　聖子（1988）：秋田県男鹿半島で発見された姶良Tn火山灰．
　第四紀研究，27，187－190．
白石健雄・林信太郎（1995）：男鹿半島のテフロクロノロジー案内書．第4回，日本第四紀学会テフ
　ラ研究委員会野外集会，37P．
林　　宏（1955）：秋田県男鹿半島一ノ目潟周辺の火山噴出物について．地質学雑誌，61，240－347，
Hasenaka，　T．・Ui，　T．　・Nakamura，　Y。・Hayashi，　S．（1992）：Traverse　of　Quaternary　Volcanoes　in
　Northeast　Japan．　Guidbook　for　29th　IGC　field　trip．　AO6，29－74．
堀江正治（1964）：湖沼発達史研究Eの年代資料．科学，34，98．
（杉原重夫）
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　　　　　　　　東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
4．千葉県野田市，野田市パブリックゴルフ場（木野崎付近）の谷底堆積物
1a）　測定試料
　①試料採取日：1994年12月17日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Ks－1）
　　　　　　　　　北緯：35°57’04”，東経：139°54’56”
　④a，試料番号：Ks－1一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18575
　　　測定年代：1，810±90（A．D．140）
　　b．試料番号：Ks－1一②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18576
　　　測定年代：2，780±80（830B．C．）
　　c．試料番号：Ks－1一③
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18577
　　　測定年代：6，180±110（4，230B，C，）
　　d．試料番号‘Ks－1一④
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18578
　　　測定年代：9，600±190（7，650B，C，）
　　e，試料番号：Ks－1一⑤
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18579
　　　測定年代：24，780±890（22，830B．C．）
　　f．試料番号：Ks－1一⑥
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18580
　　　測定年代：32，900±1，760（30，950B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
1b）測定試料
　①試料採取日：1994年12月18日
　②試料採取者：杉原重夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13一
113
114
　　　　　　　！づ一
＼NX＞＼、目樹一．l　lll°，
！い’≠〟A、・、　x．
　　　　懸ピ　碓・麟》
　　・1鎌曲
　0　　　　　　500m暴L」＿＿」　　　　　・へ／．
　　　　　　　　　　　　　　図4－1．
．凝＿ぐ・ll
㎞一1°
　　　　　㎞一
　　／　　　　＼’牧ツ
　tF。tt，（Yv〈
　　　　墜
1：25，000守谷．
×印はボーリング地点．
? 4
③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Ks－2）
　　　　　　　　北緯：35°57’04”，東経：139°54’54”
④a．試料番号：Ks－2一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18583
　　　測定年代：2，050±90（100B．C．）
　　b。試料番号：Ks－2一②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18584
　　　測定年代：2，110±100（160B．C．）
　　c．試料番号：Ks－2一③
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18585
　　　測定年代：5，830±100（3，880B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1c）　測定試料
①試料採取日：1994年12月17日
②試料採取者：杉原重夫
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　③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Km－1）
　　　　　　　　　北緯：35°56’29”，東経：139°55’02”
　④a．試料番号：Km－1一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18570
　　　測定年代：1，410±90（A．D．540）
　　b．試料番号：Km－1一②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18571
　　　測定年代：900±90（A．D．1，050）
　　c．試料番号：Km－1一③
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18572
　　　測定年代：3，150±90（1，200B．C．）
　　d．試料番号：Km－F④
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18573
　　　測定年代：3，900±100（1，950B．C．）
　　e．試料番号：Km－1一⑤
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18574
　　　測定年代：5，360±100（3，410B．C，）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1d）　測定試料
①試料採取日：1994年12月18日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Km－2）
　　　　　　　　北緯：35°56’56”，東経：139°55’12”
④a．試料番号：Km－2一①
　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18581
　　　測定年代：1，480±100（A．D．470）
　b。試料番号：Km－2一②
　　試料の種類：泥炭
　　測定番号：GaK－18582
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　　　測定年代：5，730±110（3，780B．C）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
1e）　測定試料
　①試料採取日：1995年3月27日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Km－3）
　　　　　　　　　北緯：35°57’04”，東経：139°54’56”
　④a．試料番号：Km－3一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18800
　　　測定年代：25，220±530（23，270B．C．）
　　b．試料番号：Km－3一②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18801
　　　測定年代：＞36，870
　⑤測定依頼者：杉原重夫
lf）　測定試料
　①試料採取日：1995年10月8日～9日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：野田市パブリックゴルフ場内（地点：Km－4）
　　　　　　　　　北緯：35°57’08”，東経：139°55’32”
　④a．試料番号二Km－4一①
　　　試料の種類：木片
　　　測定番号：GaK－19113
　　　測定年代：7，730±100（5，780B，C，）
　　b．試料番号：Km－4一②
　　　試料の種類：木片
　　　測定番号：GaK－19114
　　　測定年代：6，990±100（5，040B．C）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）　採取地点の説明と年代測定の意義
　野田市パブリックゴルフ場（けやきコース）が造成された木野崎付近の谷底低地（三ッ堀谷津）に
おいて沖積層の調査が行われた。Ks－1～2地点はシンウォールサンプラーによるボーリング，　Km－
1～4地点は機械ボーリソグである。Ks－1地点では手動ボーリングのため沖積層の基底に達しなかっ
たことから，近接した（Ks－1とは1mの範囲内）Km－3地点で再度機械ボーリングを行った。
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　　　　　　　　東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
OKs－1地点（標高9．78m）
　試料No．　採取深度（m）　　　　年B．P。（GaK－No．）
Ks－1一①
Ks－1一②
Ks－1一③
Ks－1一④
Ks－1一⑤
Ks－1一⑥
1．05～1．10m
1．95～2．00m
3．15～3．20m
4。03～4．08m
4．83～4．88m
6，25～6．29m
O　Ks－2地点（標高9．54　m）
　試料No．　採取深度（m）
　1，810±90（GaK－18575）
　2，780±80（GaK－18576）
　6，180±110（GaK－18577）
　9，600±190（GaK－18578）
24，780±890（GaK－18579）
32，900±1760（GaK－18580）
年B．P．（GaK－No．）
Ks－2《ユ）　1。05～1．10　m
Ks－2一②　　1．39～1．44　m
Ks－2一③　　2．38～2．42　m
O　Km－1地点（標高8．53　m）
　試料No．　採取深度（m）
2，050±90（GaK－18583）
2，110±100（GaK－18584）
5，830±100（GaK－18585）
年B．P．（GaK－No．）
Km－1一①
Km－1一②
Km－1一③
Km－1一④
Km－1一⑤
2．20～2．25　m
3．20～3．25m
4．20～4．25m
5．20～5．25m
6．20～6．25m
O　Km－2地点（標高8．24　m）
　試料No．　採取深度（m）
1，410±90（GaK－18570）
　900±90（GaK－18571）
3，150±90（GaK－18572）
3，900±100（GaK－18573）
5，360±100（GaK－18574）
年B．P．（GaK－No．）
・Km－2一①　　4．30～4．35　m
Km－2一②　　5．70～5．75　m
O　Km－3地点（標高10．71　m）
　試料No．　採取深度（m）
1，480±100（GaK－18581）
5，730±110（GaK－18582）
年BP．（GaK－No．）
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Km－3一①　　6．87～6．93　m
Km－3一②　　7．32～7．38　m
O　Km－4地点（標高6．70　m）
　試料No．　採取深度（m）
25，220±530（GaK－18800）
　　＞36，870（GaK－18801）
年B．P．（GaK－No．）
Km－4一①　　7。90～8．00　m
Km－4一②　　8．18～8．23　m
7，730±100（GaK－19113）
6，990±110（GaK－19114）
　ボーリングコアからは多数のテフラが識別出来，とくに谷頭部のKs－1地点とKm－3地点では地
表から4．61－4．64・mのところから姶良Tn火山灰が発見された。また14C年代測定でも，この地点の
泥炭層の年代が，36，000年以上前に及ぶことが明らかになり，この谷底低地では最終氷期にさかのぼ
る古い泥炭層の堆積があったことが明らかになった。
3）参考文献
阪口　豊（1987）：黒ボク土文化．科学，57，352－361．
町田　洋・新井房夫（1992）：『火山灰アトラスー日本列島とその周辺』．東京大学出版会，276P．
（杉原重夫）
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　　　　　　　東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
5．千葉県野田市，座生沼の沖積層
1）測定試料
　①試料採取日：1992年12月14日
　②試料採取者：杉原重夫・増渕和夫（川崎市青少年科学館）
　③試料採取地点：千葉県野田市座生沼
　　　　　　　　　北緯：35°57’01”，東経：139°50’46”
　④a．試料番号：NZ－1
　　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17070A
　　　測定年代：4，550±100（2，600B．C．）
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17070B
　　　測定年代：5，900±240（3，950B．C．）
　　b．試料番号：NZ－2
　　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17071A
　　　測定年代：4，340±110（2，390B．C．）
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17071B
　　　測定年代：9，470±350（7，520B．C．）
　　c．試料番号：NZ－3
　　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17072A
　　　測定年代：8，500±130（6，550B．C．）
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17072B
　　　測定年代：7，650±130（5，700B．C．）
　　d．試料番号：NZ－4
　　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17073A
　　　測定年代：8，070±130（6，120B．C．）
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17073B
　　　測定年代：8，640±130（6，690B．C．）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－23一
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　　e．試料番号：NZ－5
　　　試料の種類：黒泥
　　　測定番号：GaK－17074
　　　測定年代：2，710±100（760B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　千葉県野田市の座生沼は，下総台地を刻む開析谷中に残された現在では数少ない沼沢地の1つで
ある（現在は埋め立てによる宅地造成工事が進められている）。座生沼の位置する谷底低地の下流部
は，江戸時代（寛永年間）の江戸川改馨工事によって，江戸川の河川敷となっているが，かつては，
湿原がこの一帯にも広がっていたものと考えられる。筆者は野田市史編纂事業の一環として，この谷
底低地の開口部においてオールコアの機械ボーリングを行った。また，既存のボーリソグ資料および
珪藻化石分析，花粉化石分析，14C年代測定結果によって，奥東京湾東岸部の古環境変遷について考
察した。ボーリソグ地点の標高は5．3m，掘削深度は一25　mである。このボーリングでは，深さ
19．48　mのところに沖積層基底がある。沖積層は，主に貝殻混じりのシルト層からなる下部層と砂
層，泥炭層，有機質シルト層からなる上部層に区分できる。下部層上部には，砂層がレソズ状に挟在
する。上部層と下部層との境界は，深さ4．7　mにある。
　14C年代測定試料は，　NZ－5が深さ3．58～3．59　m，　NZ－1が4．70～4．80　m，　NZ－2が7．68～7．75　m，
NZ－3が16．94～17．00　m，　NZ－4が17．57～17．70　mで採取した。
　座生沼開析谷の古環境変遷は次の1～W期に区分できる。1．海水準上昇とともに内湾化が進んだ
時期，IL海水準上昇の後，安定した内湾の時期，皿．海水準が僅かに低下した時期，　IV．海水準が
安定した時期，V．再び海水準が低下した時期，　W．淡水沼沢地の時期である。皿の時期の最高海面
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m　座生沼
0
1
2
3
4
5
6
NZ－5
　GaK－17074?
　2，710±100
NZ－1
　GaK－17070A
コ4・　550±100
　GaK－17070B
　5，900±240
?
?
NZ－2
　GaK－17071A
］　4，340±110
　GaK－17071B
　9，470±350
＊＊ ＊＊＊
＊＊
??
NZ－3
　GaK－17072A
　8，500：L　130?
　GaK－17072B
　7，650±130
NZ－4
　GaK－17073A
　8，070±130?
　GaK－17073B
　8，640±130
＊＊＊
図5－2．　ボーリング柱状図．
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高度（海成層の上限高度）は，標高1．1mである。　Wの淡水沼沢湿地は，やや水深のある沼沢地→閉
鎖的な湿地→水位の低下を伴う湿地と進んだと推定できる。また，この淡水沼沢湿地化の進展ととも
に，古植生は常緑広葉樹林・落葉広葉樹林（アシ原，ハンノキ湿地林）→落葉広葉樹林（ハンノキ湿
地林）→マツ林の拡大（ハンノキ湿地林）と変化したと考えられる（括弧内は低地部の古植生）。
3）参考文献
増渕和夫・上西登志子・宮崎　等・杉原重夫（1995）：千葉県野田市座生沼における完新世の古環
　境．日本第四紀学会講演要旨集，25，60－61．
Nakamura，　J．（1972）：Palynological　Evidence　for　Recent　Destruction　of　Natural　Vegetation．　IV．
　Sawamp　of　Noda　and　Itakuranuma．　JIBP－CT，　No．124－17．90－95．
鈴木由告（1975）：千葉県のハンノキ林一その立地一．r新版　千葉県植物誌（千葉県生物学会編）』，
　103－114．
（杉原重夫・増渕和夫）
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6．千葉県香取郡大栄町，大須賀川低地の沖積層
1a）　測定試料
　①試料採取日：1990年2月15日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町松子（地点：900215－1）
　　　　　　　　　北緯：35°49’46”東経：140°25’37”
　④a．試料番号：大栄1－1
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－14961
　　　測定年代：3，000±90（1，050B．C．）
　　b．試料番号：大栄1－2
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－14962
　　　測定年代：3，480±70（1，530B，C．）
　　c．試料番号：大栄1－3
　　　試料の種類：木片
　　　測定番号：GaK－14963
　　　測定年代：3，210±100（1，260B．C．）
　　d．試料番号：大栄1－4
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－14964
　　　測定年代：3，900±100（1，950B．C．）
　　e．試料番号：大栄1－5
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－14965
　　　測定年代：3，950±110（2，000B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
1b）　測定試料
　①試料採取日：1991年3月3日
　②試料採取者：杉原重夫
　③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町横山（地点：910303－D4）
　　　　　　　　　北緯：35°49’31”東経：140°26’50”
　④a．試料番号：D4－7
　　　試料の種類：泥炭
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　　　測定番号：GaK－15641
　　　測定年代：1，970±90（20B．C．）
　　b．試料番号：D4－11
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－15642
　　　測定年代：1，910±270（A．D．40）
　　c．試料番号：D4－16
　　　試料の種類：木片
　　　測定番号：GaK－15643
　　　測定年代：4，430±90（2，480B．C．）
　　d．試料番号：D4－19
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－15644
　　　測定年代：5，170±180（3，220B．C．）
　　e．試料番号：D4－23
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－15645
　　　測定年代：6，030±70（4，080B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1c）　測定試料
①試料採取日：1992年5月18日～22日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町一坪田（地点：92M－No．1）
　　　　　　　　北緯：35°48’52”，東経：140°25’50”
③a．試料番号：MH
　　試料の種類：泥炭
　　測定番号：GaK－16612
　　　測定年代：3，740±100（1，790B．C）
　b。試料番号：M1－2
　　試料の種類：泥炭
　　測定番号：GaK－16613
　　測定年代：6，610±100（4，660B・C・）
　c．試料番号：M1－3
　　試料の種類：泥炭
　　測定番号：GaK－16614
一30一
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　　　測定年代：5，790±130（3，840B．C．）
　　d．試料番号：M1－4
　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16615
　　　測定年代：6，540±100（4，590B．C．）
　　e．試料番号：M1－5
　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16616
　　　測定年代：9，190±210（7，240B．C．）
　　f．試料番号：Ml－6
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16617
　　　測定年代：9，480±160（7，530B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1d）　測定試料
①試料採取日：1992年5月18日～22日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町伊能（地点：92M－No．2）
　　　　　　　　北緯：35°50’23”，東経：140°26’23”
④a．試料番号：M2－1
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16618
　　　測定年代：9，030±110（7，080B．C．）
　　b．試料番号：M2－2
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16619
　　　測定年代：10，080±150（8，130B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1e）　測定試料
①試料採取日：1992年5月18日～22日
②試料採取老：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町柴田（地点：92M－No．　3）
　　　　　　　　’北緯：35°51’21”，東経：140°26’18”
④a．試料番号：M3－1
　　　試料の種類：泥炭
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　　　測定番号：GaK－16620
　　　測定年代：8，230±250（6，280B，C，）
　　b．試料番号：M3－2
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－16621
　　　測定年代：9，170±180（7，220B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1f）　測定試料
　①試料採取日：1993年2月10日
　②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町柴田（地点：930210－Sb）
　　　　　　　　北緯：35°51’26”，東経：140°26’16”
④試料番号：Sb2－1
　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17062
　　　測定年代二4，190±150（2，240B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1g）　測定試料
①試料採取日：1993年2月10日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町伊能，東関東自動車道わき（地点：930210－ln）
　　　　　　　　北緯：35°49’48”，東経：140°26’36”
④a．試料番号：In2－1
　　試料の種類：貝殻．泥炭質粘土
　　測定番号：GaK－17063
　　測定年代：4，500±90（2，550B．C．）
　b．試料番号：In2－2
　　試料の種類：木片
　　測定番号：GaK－17064
　　測定年代：4，230±90（2，280B．C．）
　c，試料番号：In2－3
　　試料の種類：木片＋泥炭
　　測定番号：GaK－17065
　　測定年代：4，540±100（2，590B．C．）
　d．試料番号：In2－4
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　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17066
　　　測定年代：4，860±100（2，910B．C．）
　　e．試料番号：In2－5
　　　試料の種類：泥炭質粘土
　　　測定番号：GaK－17075
　　　測定年代：3，730±110（1，780B．C．）
　　f．試料番号：In2－6
　　　試料の種類：木炭＋泥炭
　　　測定番号：GaK－17076
　　　測定年代：3，930±100（1，980B．C，）
　　g．試料番号：In2－7
　　　試料の種類：泥炭
と　測定番号：GaK－17077
　　　測定年代：2，370±90（420B．C．）
⑤測定依頼老：杉原重夫
1h）　測定試料
①試料採取日：1994年3月22日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県佐原市寺内（地点：Dai　g4－1）
　　　　　　　　北緯：35°52’48”，東経：140°26’48”
④試料番号：940322－1－1
　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17931
　　　測定年代：5，320±90（3，370B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1i）　測定試料
①試料採取日：1994年3月22日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県佐原市西和田（地点：Dai　g4－2）
　　　　　　　　北緯：35°52’13”，東経：140°26’31”
④a．試料番号：940322－2－1
　　　試料の種類‘泥炭
　　　測定番号：GaK－17932
　　　測定年代：1，800±80（A．D．150）
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　　b．試料番号：940322－2－2
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17933A
　　　測定年代：5，110±220（3，160B．C．）
　　c．試料番号：940322－2－3
　　　試料の種類：貝殻
　　　測定番号：GaK－17933B
　　　測定年代：5，050±150（3，100B．C。）
⑤測定依頼者：杉原重夫
lj）　測定試料
①試料採取日：1994年3月22日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町伊能三区（地点：Dai　g4－3）
　　　　　　　　北緯：35°50’01’「，東経：140°26735”
④a．試料番号：940322－3－1
　　　試料の種類：木片
　　　測定番号：GaK－17934
　　　測定年代：2，750±90（800B．C．）
　　b．試料番号：940322－3－2
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－17935
　　　測定年代：4，060±110（2，110B．C．）
　　c．試料番号：940322－3－3
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：Gak－17936
　　　測定年代：測定不能
⑤測定依頼者：杉原重夫
1k）　測定試料
①試料採取日：1995年2月13日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町，横山（地点：Da95－1）
　　　　　　　　北緯：35°49’31’「，東経：140°26’50”
④a．試料番号：Da－95－1①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18790
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－34一
　　　　　　　東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
　　　測定年代：4，500±90（2，550B．C．）
　　b．試料番号：Da－95－1一②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18791
　　　測定年代：5，930±120（3，980B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
tl）　測定試料
①試料採取日：1995年2月14日
②試料採取老：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町，津富浦（地点：Da95－2）
　　　　　　　　北緯：35°49’58”，東経：140°24’31”
④a．試料番号：Da－95－2一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18792
　　　測定年代：2，210±80（260B．C．）
　　b．試料番号：Da－95－2引②
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18793
　　　測定年代：3，640±90（1，690B．C．）
　　c．試料番号：Da－95－2→③
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18794
　　　測定年代：4，800±100（2，850B．C．）
⑤測定依頼者：杉原重夫
1m）　測定試料
①試料採取日：1995年3月18日
②試料採取者：杉原重夫
③試料採取地点：千葉県香取郡大栄町，所（地点：Da95－3）
　　　　　　　　北緯：35°51’45”，東経：140°2721”
④a．試料番号：Da－95－3一①
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18795
　　　測定年1代：1，570±80（A．D．380）
　　b．試料番号：Da－95－3一②
　　　試料の種類：泥炭
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　　　測定番号：GaK－18796
　　　測定年代：2，390±90（440B．C．）
　　c．試料番号：Da－95－3一③
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18797
　　　測定年代：3，360±90（1，410B．C．）
　　d．試料番号：Da－95－3一④
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18798
　　　測定年代：3，600±100（1，650B．C．）
　　e．試料番号：Da－95－3一⑤
　　　試料の種類：泥炭
　　　測定番号：GaK－18799
　　　測定年代：3，740±110（1，790B．C．）
　⑤測定依頼者：杉原重夫
2）採取地点の説明と年代測定の意義
　利根川河口から約21km上流で，北総台地を刻む樹枝状谷の一つである大須賀川低地において，
沖積低地の形成過程と環境変化を明らかにする目的でボーリング調査を行い，採取した試料について
14C年代測定を行った。試料の採取深度と年代測定値を整理すると次の通りである。
○　ボーリソグ地点：900215－1（標高6．5m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
大栄1－1
　　1－2
　　1－3
　　1－4
　　1－5
0．70～0．80
1，25～1．35
2．06～2．13
3．65～3．75
4．93～5．03
3，000±90（GaK－14961）
3，480±70（GaK－14962）
3，210±100（GaK－14963）．
3，900±100（GaK－14964）
3，950±110（GaK－14965）
○　ボーリング地点：910303－D4（標高10．8　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
D4－7
D4－11
D4－16
D4－19
D4－23
1．80～2．10
3．00～3．30
4．50～4．80
5．40～5．70
6．75～6．80
1，970±90（GaK－15641）
1，910±270（GaK－15642）
4，430±90（GaK－15643）
5，170±180（GaK－15644）
6，030±70（GaK－15645）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
○　ボーリング地点：92M－No．1（標高9．Om）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
???????
??
??
??
??
?
5．00～　5．05
9．95～10．00
11．24～11．29
11．95～12．00
14，36～14．40
16．70～16。75
3，740±100（GaK－16612）
6，610±100（GaK－16613）
5，790±130（GaK－16614）
6，540±100（GaK－16615）
9，190±210（GaK－16616）
9，480±160（GaK－16617）
○　ボーリング地点：92M－No．2（標高5，46　m）
　試料No，　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No，）
M2－1
M2－2
23。38～23．44
27，67～27．70
9，030±110（GaK－16618）
10，080±150（GaK－16619）
○　ボーリソグ地点：92M－No．3（標高2．56　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No。）
M3－1
M3－2
27．15～27．23
29．57～29．63
8，230±250（GaK－16620）
9，170±180（GaK－16621）
○　ボーリング地点：930210－Sb（標高3．1m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
Sb2－1 3．45～3．60 4，190±150（GaK－17062）
○　ボーリング地点：930210－In（標高8．7・m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
In2－1
1n2－2
1n2－3
1n2－4
1n2－5
7．00～7，20
6．90～6，92
6．30～6．32
5．72～5．78
4，05～4，10
4，500±90（GaK－17063）
4，230±90（GaK－17064）
4，540±100（GaK－17065）
4，860±100（GaK－17066）
3，730±110（GaK－17075）
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In2－6
1n2－7
3．30～3，36
1．30～1．35
3，930±100（GaK－17076）
2，370±90（GaK－17077）
○　ボーリング地点：Daig4－1（標高2．37　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
322－1－1　　　　　1．55～1．60 5，320±90（GaK－17931）
○　ボーリング地点：Daig4－2（標高2．6　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
322－2－1
322－2－2
322－2－3
1．10～1，15
4．13～4，23
　同上
1，800±80（GaK－17932）
5，110±220（GaK－17933A）
5，050±150（GaK－17933B）
○　ボーリング地点：Daig4－3（標高8．1　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
322－3－1
322－3－2
322－3－3
1，86～1．89
4．15～4．20
4．88～4。90
2，750±90（GaK－17934）曜
4，060±110（GaK－17935）
測定不能（GaK－17936）
○　ボーリング地点：Daig5－1（標高10．8　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B，P．　GaK－No，）
95－1－〈工）　　　　　5．80～5．85
95－1－（2）　　　　7．12～7．17
4，500±90（GaK－18790）
5，930±120（GaK－18791）
○　ボーリソグ地点：Daig5－2（標高8．1　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B．P．　GaK－No．）
95－2一①
95－2一②
95－2一③
3．05～3．10
4．66～4．71
6．30～6．36
2，210±80（GaK－18792）
3，640±90（GaK－18793）
4，800±100（GaK－18794）
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東日本における後期更新世・完新世の14C年代測定データとその意義（1）
．○　ボーリソグ地点：Daig5－3（標高6．9　m）
　試料No．　採取深度（m）　年代測定値（年B，P．　GaK－No．）
95－3一①
95－3一②
95－3一③
95－3一④
95－3一⑤
1．23～1．28
2．13～2．18
3．37～3．42
4．06～4．11
4．54～4，59
1，570±80（GaK－18795）
2，390±90（GaK－18796）
3，360±90（GaK－18797）
3，600±100（GaK－18798）
3，740±110（GaK－18799）
　大栄町におけるボーリソグコアについては，1996年度大栄町史「自然編」の発刊に向けて花粉分
析，珪藻分析，有孔虫分析などの微化石分析のほか，貝化石の同定作業も進めている。大須賀川低地
では谷口部から谷頭部にかけて，厚い海成の沖積層が堆積している。このことから後氷期の海水準の
上昇にともない，大須賀川低地の奥部まで海水が侵入し，谷の中央部は内湾環境となったと推定され
る（古大須賀湾）。その後，谷の埋積とともに支谷奥部は淡水池沼へ，支谷中央部は汽水池沼を経て
淡水池沼へ変化した。
3）参考文献
増渕和夫・杉原重夫・関本勝久・田原　豊（1993）：鬼怒川低地沖積層における古環境．日本第四紀
　学会講i演要旨集，23，100－101．
　　　（杉原　重夫）
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